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ダンボールコンポスト講習会開催！ 
 ９月２７日、紫波町ごみ減量女性会議の小野京子さ

んを講師に迎え、講習会を開催した。参加者は、興味

はあっても「どうやって作るんだろう」、「匂いがした

らいやだなあ」、「置き場所は？」などという不安を持

ちながらの参加となったが・・・。 

 講師の小野さんは、参加者の不安を「大丈夫！大丈

夫！」と笑顔で打ち消し、「台所のすぐ脇に置いてい

るから、雨の日でも外に捨てに行かなくて済むし、い

やなにおいもしないから！」と。 

実際に参加者が持ち寄ったダンボールを使いコン

ポストづくりから始める。ガムテープでダンボールの

四隅や持ち手の穴をふさぐだけで意外と簡単！皆さ

ん器用にちゃちゃっと作っている。次は、ピートモス、

もみ殻くん炭、米ぬか、えこ３堆肥等を調合したもの

をダンボールに入れ、シャベルでかき混ぜると完成！

虫が入らないようにするためのふたは、バスタオルで

もいいということで、それは家に帰ってから各自がダ

ンボールにかけることにして、あとは、生ごみの入れ

方、日常気をつけることなどを講師に質問。今晩から

コンポストに挑戦だ！ 

平成の森～動物と共生する森を創ろう！～ 
 １０月３日、山王海ダムの奥にある町有林平成の森

において、今年で８年目になる植樹活動を開催した。

一昨年あたりからリピーターが増え、今年は３～４歳

の子を持つ若い親御さんも参加してくれた。毎年参加

し、自分たちが植えた木の成長を見守り、楽しみにし

てくれたらと思う。そして、大人になった時に、自分

たちの子どもを連れて遊びに行ける思い出の場所に

なってほしいなあと思っている。 

８年前に植えたクリやコナラの木に実がいっぱい

なっていた。平成１４年に植樹した中学生は、２０歳

を超えている。どうか来年は、この地を訪れてほしい

ものだ。 

【後日談】初めてダンボールコンポストに挑戦したお母さんの感想 

 ●あまり温度は高くならないが、コンポストの中に入れた生ごみが

数日するとなくなっていて感動！ 

●町の集積所に生ごみを出しに行かなくなった。 

●虫はついていないし、においも気にならない。 



 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イベント情報！ 

※「めぐりっと紫波」は、紫波町環境課の委託事業として発行しています。 

～わたしのひとこと～ 
佐々木 玲子さん(日詰在住)   

みんなで考えよう 未来の“水” 

上下水道循環フォーラム開催！ 

■日 時 １１月６日(土)１３時～１７時 

■会 場 盛岡南ショッピングセンターナックス 

     ナックスホール 

■内 容 基調講演 

     パネルディスカッション 

     企画展示・ポスターセッション 

■参加費 無料 

■主 催 紫波町 

 

循環型まちづくり施設見学会 

■日 時 １１月９日（火)９時～１２時 

■コース 上平沢小学校、えこ３センター、清掃

センター 

■集 合 サンビレッジ紫波 ８時４５分 

■定 員 ２５人（先着順） 

■参加費 無料 

■締 切 １１月２日（火） 

■主催・申し込み 

 ＮＰＯ法人紫波みらい研究所 

 電話 ６７１－２２４４ 

 世の中には、物があふれているばかりではなく

パソコン、携帯電話の普及、マスメディアの発展

による情報もあふれています。充分な判断力も持

たない子どもたちまでもあらゆる情報を知るこ

とができるようになりました。周りの迷惑も考え

ずに携帯電話を使用し、言葉をかわすよりもメー

ルにたより、マスメディアから流れる情報をその

まま信じてしまう、このような状況に憂いを感じ

ているのは昭和二桁生まれだからでしょうか。 

私たちは、思いを伝えるということは、相手の

目をしっかりと見て話をし、相手がどんな気持ち 

で受け止めているか、相手の体全体から読み取 

ることによって次の会話もスムーズに進めるこ

とができ、それが人間関係のルールだと教えられ

てきました。 

 物事の理解にもっとも必要なことは言語能力

であり、言葉には日本人の文化や価値観がたくさ

んつまっていると思います。 

 よき人間関係を保っていくためにも言葉での

意思疎通を大切にしていきたいと思いますし、メ

ールが優先される社会になってほしくないと思

うこの頃です。  

   次回は、菱川美子さんにバトンタッチ！ 
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行雲流水（１４） ―心の痛むことばかり― 


